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43.古墳時代の祭杷遺物が出土

守山市赤野弁 赤野弁湾遺跡

ifJ;野チl~i市立湖:のヲ切11川水門地区l;t、守山市赤野井地

先のみ!l!J 1-1・ i符の洲I~地区に位泌する湖底jft跡である。

;)J;型HHl~I草野洲川の j形成した N' .Ul平野を流れる法竜)11 、

天下11川、守山I11、I立川などの大小の河川が注ぎ込み、

iclll4'1には必やふがll~~l:.する低ìW也結合形成している。

調査区

は天神川

河口で、

85年度調

貸した水

門地区か

ら、新赤

野井港ま

人型土製品、ミニュチア土著書毒事 での湖岸

t]V也械である。，測Jf.では二H年J切のm桃I簡が様尚82.70
mから82.40mにかけて検泌され、多品の木製品やヰ

41itなどの造物が:1Iゴーした。下1M江i.IiY?Iま弥生時代後期の
流H告が検出され、イil包丁1形木製品や赤色に彩色された

有孔版(水制の一部)などが，LLにヒした。上層地~~Viて。は

'f1 j.tj'tflキ代のÌJt~W怖のはか、足跡j伴、島入跡などが検出され

た。 泌流eW路持カか‘ らは51世止紀li以附i日狗iJ主半lド主と6i世!!
七2総;詰Hr仰下帥カet山~J上二した. 木製札t日弘'て，廿{はま州針舟州川]'J川庁形f~ 広鍬、論 、 えぶり
やf応、仰など多数111土した。布製品では裂石製紡錘E匹、

1~:ごf:.、イiイL円桜などがあり、上製品では手控土器、製

出土総~r、よ製人形などが111 ニL: した 。 古抗日寺代の土製

人形 IJ.安土町IJ、~IJ遺跡で出土しているが、全国的にも

然記遺跡からのH:lす.が多いo *巡跡で{主流路の沼付近

から、 m91して出ょしているため、何らかの祭震が川
停で行われたむのと思われる.

琵琶湖の氷雨iド数mから、多数のitt物や遺構が検出

されることは、琵琶湖の成立を考・える上で重要である。

( O!l)i占~ri ~，~文化財保;:(H~~会務 flま)

44.アカホヤ火山灰層下で遺構

守山市赤野井 赤野弁湾遺跡(溌渓A)

7.f>:潟:rr: I主、琵琶湖総会開発郁業の-J;1である赤聖1・ tl~

r的創業に伴う試HlliOl.J査である。
調査は、 iliJJ中に内IIIIJ5001X50mのニ111の剣矢板を打

ち込み、排水後これを行った。

i湖訟の給娘、上JI1一弥生~後良 ・平安時代と、下層

一縄文fI.'j'代 !1t.JgJ ，.j~栄;のニ11抑制の ìfìtlVHfìi、縄文H寺代中期

および早期末楽の2伎のiit物a合!百を検出した。上回
述!f，持{立、ほぽヘドロのLU下から検出され、円形でなだ

らかな16ち込み状i立桃であるo i'oち込みJlll土の下府か

ら弥生時代前jgJ-rl1jUJにかけての主総片が、上j苦から

は奈良 ・平安時代のむのとみられる木製品が出土じて

いる.縄文時代中期のill物包含111IJ.、線高81.6-81.7

m に存α し、指n7亡式土~;;:の深鉢胸部破・片の出土をみた。

縄文時代早期末裁のm物包含JDl:t、t票日80.8-81.001
付近に位訟する.土層ゃからは多f誌の土器 ・石器類と

ともに 、 決~Â:耳自衛リがlれよしている. また、本包合宿

の l直上に l:t 、アカホヤ火山灰!併のjlt紛がlì{t~ されてい

る。有文土絡にl:t'jl.JUH来栄に位Jl{寸けられる柏知l式土

務から、早期オミ策の夫事11山式よ日止までが認められる。

1i的には粕到U;i:!;;. J: ノLll式 ・ 入ill~ 1式と徐々に地え、

入海日式の段階て'治、J析する。 fた状.Lf飾りは外径約4cm 

をilJlJ1) 、 断耐は D~FJ防のむのである。 H1'eは滑石で色
制1;1:悩色をよ立する。縄文11.¥;代 111.m!米捻のi也統簡は、撚

記~80 . 8m イ、.J'j[ 、 ilillJ!~ -F約 1. 5m 、 i，'VJ而i から{ま約 3 . 5 01

下に存布する.)加持としては、約30)去の七坑併が検出

された。よtj~のなかには、続行の身Ht'1が認められる L

のが3)主lf:(l:する。総イill下の下には多fiiの炭化物のj能
，IUがみられ

ることから、

UHiがとし

て{変期され

たものであ

る可能性が

々えられる。

湖中におい

ての生活遺

構存在の確

認は、湖底集石土坑検出状況
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遺跡形成を々える 1:において大変虫裂な;ìl:I!-l~をむっと

言えよう .

(側li.ゑ災保文化財f~"霊協会 平井 美典)

45.縄文時代晩期~弥生時代中期の遺物多
量に出土

守山市山賀 小津浜遺跡

~fr守山川改修工。J~lニ "1\ う先制調公のうち 、 i/OI]必から

300m - 50001のffl¥分にあたり、山tti立跡の商側に存
.(1:.する追跡である。

従来は弥生H年代ìjíjJ~J-rj Ij~)の 111M巡の了Fイi:のみが硲

認されていたが、 卜:Mでrj"111;のj立物を多i1lに包含する
河追跡が検LI¥さhた。 i"1i立は大きく蛇行しておリ 、川

'1市iは30m前後であヮたと;t!，li.ÎIされる。川mの平JIl.t~11苦手

に i立川は検 11 \ きれなかったが、 川 L;~のιj 脅11 と rl'洲沿の

2か所にが:}20tnにわたり杭ダ']1J':{{イ1:している。杭?il]は

径約lOcmの)L水枕とf条約4Cmのゲr-lAでt位置比されている。
iii1iliに1'JlうJ位tjHiUi訟の 1;1(1であろう.

j立物としては、_I'.r.，li~;fJlIllU( . ].1.¥色よ日告を主体とし、

~j'i 恋古語、土U~等の -UfHfiが多 lti に.'11寸こしている。また

オミ備や木裂の婦が残存している'}Jr-、錐等の木製品 ・
j1;裂品も伐りが良い.JM色ιUiH屯の1応部外iiiilこ r二J

の扱J?を持つものがはられる。

~I'i止の刈道に fjlJ リ伐された部分および河遊底部から

(;1、縄文fI年代lぬlT)-弥'T.p.H¥:'I'JUIのi立総が+食品iされた。
j二時1のIElilOr;uとほぼif(似するl口jufi丘からは、主にスク
モ府中から弥生時代liiJlTI• rl' JUIの土総 ・干{総 ・木製品
が多iitに出十.した.部分的にスクモ1M下に町民総色枯

れ土がJU'iH1しており、縄文H年代H刷。iのよ総がtl¥:仁する。

削リ伐されたrJJまリ ('.1ニ(;1、 iFL・ヒ・γ トて撃が下Hfする。
弥生時代'I'm]の)j If~ 1.';1 i.'1~ ~~ l，検，'1¥されており、問聞に

i立総がJ広がると泡!i.iIさ ilる。

~jlli)'( f1品代 11免Wlの突俗文をn・つ J'.総む一線ではなく、

lI!flYl
'
t/，jが了/=.(1:する憾である。 IJ{J;生11与代時ijJYIのものは、

古いもMIIを11するm!資制SlこF止をイ1・ずるものから、I[，'jf寸
突fi?文;ゃ多条のヘラ ~f.，.，;t線虫:を持つむのまで極めて多

機である。イミ製，llIll l止、 fl~ .鋤 ・111l{ JU:f't~下の tHIト具 、

斧ftlj . 弓 ~fの工 ・ 狩猟H、 ':'~'f ':干の谷154綜iの他に似~k

. Hq此，i78が多!誌に出 l二している。1i協としては、般事日
の各純イー-jJ宇m、-li包丁や低利、:y.l)l午が見られる。土器
以外にも多僚なi遺物が多:Itに:11ょしていることから、

より多前的に当時の生前を貌い知ることができょう。

(制i益m県文化財保必協会小竹本直子}

46.古墳時代・中世の集落跡

守山市山賀 山賀遺跡

昭和61年j交の新守:山川改修工、J~に伴う発指調査は、

i~J t告から 300m- 80001の部分にあたリ、その'*半の

‘;0.; :;.&.~【 ;)

民 ~，.I'~_:

: 1 " -竺岡正

r〆??弘/町一ゾ¥事ー，'干
醤~.えよ玄白ぞ主・仏.. ~:-~ ~ -"" • 

第 Ii笥遺補完機状況
山t'(IIfT!M高北{IIIIに，t)いて ，'iJ]'tU与代と'1'世の集係糊lが検
出さ1.lたので、その~l誕裂を記す。

古lJ't時代の;um，uj!1ililllいから約 600mの付'j!i:にのみ
認められ、平1MJf~ 1)')j Jf;を氾する校火付;Ti可・跡が数t点検
出された. J.lrr :l~から !1'.:;tI I状11対決形よ総 ・向tf・22

ft笥:が出土している . また、略火~(ヒ1，':'を-\;IJ って 7 世

紀代の;i1f停が了r:.(t;するが、締少である，
中世のi立附luj1:1 i.llliÎ~からが:) 70001 の付近では、よI~土

・床土i(i下よリ 31(li了'f.イ1;する 上府である第 1ITtiでは、
2間X31mの絡i立住建物H様、 2ml以上X31mのぬi立
柱建物 lW、 21l1lx2t:1lの総村:.iJ!物(合J，ji)1械が検

出された.21!lJX3U1lの州立十1:4]物のむ:穴は円形であ
るが、他の 1 隙 1;1 ~lVL1i形である J~に総盤の伐存す

るむのがある.主廷建l主:物の ド説流乙側 01可別H町削)1にζ卒ぶ約t甘'120仇cmj(前向:j< な
勺た 1 ;辺ill20mÆ"，れ':リl佼1支Eグの) -寸I: !í'伐't~状t を51する ms合分〉カが'1あ〉るカがeヘ、 そ

の-上t而にj泣立t椛符{はま泌めら t札l~な.もい、、. この).Uαf車l'H
lïi而 J川11仁二:I~ している。

m 21Mてaは、多数のヒットと t:J~~(m，が倹 :l\された。

七峨には、 tf'l刊 Jf~ . ~I~)L LU j/f~ ・ 1り 11僚なJrj を持つ長 )j

If~のものがある . lí~IA[ミ )ill:~のものには 、 水fÎ':が残存

するむの、める いはその泌附:を倣iil2.し仰る Lのがあリ

ーI:Jl&.ii~ となる。 f作flJ Jf~のむのはi':/iさ 10c，"{"，\/~しかf足っ

ていないが. I'.rfljからiJ燃のすリf-i'. ~~の i政 J'，がかな

りまとまって :I\J:してお 1) 、，i:若竹日誌を (:1\ う上J~iの nftìを

111:がある。 多数のヒットIt.211¥1 X 3 IJ:lNJ]t-4 UlI X 6 
IHl位伎の1l:Jl立H砲物を1，Y/1必するむので、これらの 4建物

群と土峨必11'FとのIMl;'.!!に興味がりたれる.
~13 I耐は、第 1lfijの t:.tft~);:部分を'1'心に i立桃カs 存泊:

している. L :.j';状のí:lm~ ち協を 1:1' う 3 1U)X 4 1日jの総般

の鍛立科=.3]物 1t~i 、 2111]X 3 J:lH''':J立のぬi立柱建物が3
線終段rから自主る.

:11土j立物としては、 B'ji~.総~-~である上初j:lii:sJllii、虫

色土22怖を主体として、 1:1・45・'jj¥.7ltのms事・弘、土防

11 . 瓦伐のjj;11在 ・ 鍋 ・ 三足;J;]~ ・ 他筋~'fの調.f'11具、 愉

入陶{滋総である I'fl滋.(1餓腕 ・合(.説、上鋭、低:ri、
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j決鎌若手多種多様て'ある。概ね鎌倉11寺代後半一室町i時代 かんがい努1，水のトレンチの中央官11にrg:交する形でi務
iJiiキのi立物て'あ り、 第lffiiが室町11寺代前半に相当する。 東に50m、北西95m、中日1mのトレンチを絞定した。

山室li立制:の主たる部分{止、|臼河iEを挑んでよi災1ft1]に 各 トレンチでは、地表下30-40cmに逃陥商iを;検出し、

機絞する杉江巡跡とほぼ同H制閉め集滋跡であリ 、今後 i5:i止の排水淋(シケヌキ)の跡、と、畔跡を検出してい

I;lij者の述iJi'/i.'i立物の比較検討が望まれる。

(側H9.~1~i県文化財保議協会 小竹森直子)

47.竪穴住居跡を一部検出

守山市山賀 杉江遺跡

る。

(側滋賀県文化財保議協会稲垣正宏)

48.掘立柱建物 1棟を検出

守山市欲賀 杉江東遺跡

杉江i立湖"阜 、 守山市山 t~n汀に所旋する 。 杉江東i立跡l;t、守山市欲賀町に所夜する。調査対象

今年!Srl主、河川l改修、県営かんがい排水工事、県営 .lt!i区 lま、 l県道大津 ・ i5:江八lþifì線(通夜r.ll宅街道)の山 rl~

U:l易族紛に伴う ~j査がおこなわれた。 三を点の J，lUHO に隣t~ しており 、 切土工事にi半う約 1 ， 000

県営かんがい排水工事に伴う調査 m'7l<lIn工;:j.;.に伴う約 400111'に分かれる。

県道大i~t ・ 近江八幡線 (ìifl私;1!~街道)の山~交差点 切土工事にN:.う関2r区は、問閣の7l<悶溺より20cl1l-

の100m南関(琵琶iMJ)紛りの地点から、北西方向(改 60CJ1lの高まリを持つ鎚手状の微高地で、現況は~UI:t也と

fl多新守山川)に向かつて、長さ 140m.1防IImのトレ なうている。

ンチを設定した. ~~区南西|獄から 3 閑 X6 問の務fi:iL t主で構成される

トレンチの北西地部分(北西端から南西方向に約30 建物納:が検出された。位痕からは、土:r.ilj'lUlが出土し

m)は、山11川の河川敷とおもわれる河原石とE少の挑 ているが、 小}干のため年代笥:は判然としない。

制限が、緋作土の床土下にず干:{(:する。 j倣潟地の雌土その.むのからも土自ili質llIlの小片が多数

1司l トレンチσの〉仁lド3央苦部Eカか、ら街凶8部11μに4にこカか、けてlはま、f地也翠笈茨z安~i祈前n百而、ìj7 :山1.1土しているが、小片のうえ耳底熔}i粍がミ毛若s苦:し〈正年F-三代さ等寺手Hは孟剖4羽判
イナス30-40c側mに巡

南I凶白音部1¥においてlは立、j近E世σの〉竹製の羽釧緋|ド'7水u路告(i通並4彩翁称r持泳lト、シケヌ 水路q敬J汝kにi行伴1芋iう2本のトレンチlま、微布地の南西17向
キ)の湖、を検出した。 へ115mと215mにある北西方向に伸びる トレンチで、

検出dれた綴方跡

二It凶すあから30mイ寸近から、I将illi方向へ 100m付近ま

でにかけては 、 lí!1!くしまった I沙r~jこによるしっかりし

た泣WHmがあリ 、怒穴住居跡2棟、新l:rL柱建物のH，Jl*
2 i符所、近i!t治跡が検出された。

I.:~長火住居跡( 2 れ11)は方~~プランを有するむのと思

われ、近接して所在する。北!1mに所在する棟には屋外

に燃iさが官11びている。

樹立住怨物のttri{1草、柱穴の直径は20cmて¥侃I;は

-ill4Ocmの方型を呈するもので、鰹道を有する盟主穴住
うが

屈のrf~紫Jlll没後に、そのtlfl土に若手たれている 。

県営lま場整備に伴う調査

筒トレンチが幅3m、長さ96m、東トレンチが幅1m、

長さ94mで

ある。現地

表下30cm-

40cI1Iて・j立t"，Yi
加を検出し

t.:.. 

立i:f件miで
は 、 fJ'I~~亦を

87ド検111し
ている。jJtj

トレンチ南 第3トレンチ(南より)

司!ß:J~では 、 現地表下20cm-30cl11 の地点でレf将来端から北

京へ向って5mほど土総包含!荷が検出されており、宝

珠つまみを千1・する須 r~t:*fft{~説 、 それに伴う H身主宰が，'ll

ニ1・している。

<al骨j強引県文化財保設協会 稲垣正宏)

49.礎石立建物と地鎮具検出

守山市石田 石田三宅遺跡

j捻T{県住宅供給公金1:の宅地造成に伴う tjJ.iiiifJ母子iとし

て4月から 9月まで10，OOOm'を対象に淵ーをした。 弥生

時代中期!の九時、古都11寺代初頭の|白河道、平安1I;!j代後半

Jmの怨物跡が検出された。

-3-



|日河iMからは、庄内式~布留式の土器が、li'Ji片では

あるが非?首に残りの良い状態で多量に出土した。ノl、~

器台、高杯が多いのが注目される。他iニ木製品も少策

ながら出土した。

平安時代の建物1;l:10t来前後検出されている。中でも

S B-21ま4X3閉め礎石立の主主物である。この建物

の柱穴の 1つから地鎮めに府いたと思われる蜜 ・血が

検出された。ピッ ト の厳に須!J1:器の短類~l 点を 22 き 、

その上に土師mを10枚納めてあった。また同じ建物の
中のピットめ lつにも同機に、ピットの底に須!慈賞矩

頚査を入れ、その上に土師皿を 7枚納めてあった。 10

世紀末ぐらいのものと考えられる。

他1ニ2mX3mの土抗の中に直後 1mの丸いぬが残
る、ほこらと忠われる遺構を検出した。土坑の中には

紫色土総織が投策されていた。ζの遺構に隣桜して、

一辺 3.201、幅約60cmのj誇が四方にめぐり 、獄中にはこ

ぶし大の礁が散乱していた。造鱗の性絡は不明である。

この万回三宅遺跡は小字を r，堂のi1'JJ と言い、隣接

して「見絹五年」という字名が残ることから当初li、寺

院関係の遺t絡が予想されたが、瓦iま布目瓦が一点出土

したのみで、他に寺院関係のものはili土しなかった。

しかし、礎石立ちの建物や地鎮の跡、はこら状逃総な

どが検出され、寺院等が近|務にあった可能性がある。

(制滋銭県文化財保謎協会主築 総tJl，}

50.方形周溝墓群

守山市吉身 吉身西進獄、

日召干日60、

61年の2ヵ

年にiJ.);.って

土地区画まま

理事業に先

立って道路

部分を中心

に合計9.000

m'を発術務 方形周;鍔纂分布図

四辺が独立するもの、コーナーが浅くなるものなど差

異をもっている他、周溝がi射吉せず、独立するものが

あるよ とも注目される。遺物lま問機内に比較的良好な

状態で供獄土器がみられ、護、高杯、水袋、畿の縁者E

がある中で、筆、水悲しが多〈出土している。

基械は南北方向に細長い僚主任の部分に形成され、延

長約 250m、栃30mである。分布状態を観察すると 、

纂絞め中央に南北方向に釧長くのびる残地があり、 こ

れにより 、商併と北群の大きくこ群に分かれ、それそf

れの群が更に4-6 t走で小，~~を形成していると主与えら

れ、各小1洋の南 ・4じ織に間指揮をi妥結しないで単独の周
総纂が存在しており、造物では前後関係が明らかでな

いが、群織成の重要な佐渡を占めていると忠、われる。

なお 、 よの方形刷機~~群に対応する集務については

推測の域を出ないが、 官身磁遺跡(守山市字上積枕地

点一乙貞22号掲載)が有力である。

(守山市教育委員会山崎秀二)

51.滑石多量に出土

守山市古怠 古寓遺跡
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滑石製遺物の各程

古高追跡はm:it問中学校を中心に広がる縄文11寺代か
ら鎌倉時代にかけてのよE落跡である。今回の翻査はこ
の南中学校の隣接:1mにおりで、市選古E喜一川回線の道
路改良工事に先立つもので、約 3，OOOm'の都j議総閣に

8ヵ所の総11:区を設定し、北から順次調査を行なった。

1ました。県立成人病センターを中心とする古身西遺跡 検出した逃t1'/i/主総、ピッ ト、 土検などであるが、こ

では、 これまでに弥生時代後j旬、古境時代前・後期 ・ のうち北端に位註する言調査区ではこの調査区を d険断す

奈良~平安時代のる獄逃械が広範に分布していること る悩 1mと 2.5mの2粂の織があリ 、i務内より多量の

が知られていたが、問センターの東側/;1:空白地であっ 滑石が出土した。前者の織ではチッフ"のみであったが、

た。 後者の滞か らは臼玉をはじめ勾玉、管玉、家主、双干し

今凶のl1¥liまで、このさを白員!!に弥生時代~平安時代の 円板などの製♂，約 2uQ合:とこれらの米製品、チップが

遺織の1学校が知られ、中でも綴11'範聞の街織で合計27 出土し、玉っくりに関巡する?i'1~tと思われる。失伴ずる

2去に途する方形周溝墓が検出され、大規模な募肢を犯 i盆物から古tftA寺代首i11tJJとdfえられ、この時期の巡械と
駁した。 しては|昭和田年の調査て恥束力約50mのところで方形周

方形周dlj裟は弥生日寺代中英/j後楽に属し、台状部の'l:s. 潜裂を検出しておけ、この周辺に玉っくり工房が存者E

綴が一辺7m-11m前後の大きさで、同様は深いU字 すると盟、われる。

~*を塁す。平 l射プランでは周織を l周辺に巡らせるもの、 (守山市教脊苦言員会 如水 政美)

- 4ー


